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        No. 2505
2019 年 12 月 9 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

年
末
特
別
手
当
支
給

（
10
日
支
給
）。「
一
息
つ
け

る
」「
消
費
税
ア
ッ
プ
で
目

減
り
。
嬉
し
さ
半
減
だ
」

「
組
合
は
賃
上
げ
と
ボ
ー

ナ
ス
で
も
っ
と
頑
張
っ
て

欲
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

  

セ
キ
ュ
ア
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
研
究
所
の
一
部
組

織
見
直
し
（
１
月
１
日
実

施
）。「
サ
イ
バ
ー
空
間
で

の
プ
ラ
イ
バ
シ
侵
害
や

デ
ー
タ
漏
洩
に
対
す
る
セ

キ
ュ
ア
技
術
、
お
よ
び
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ス
ト
問

題
へ
の
技
術
の
確
立
と
し

て
い
る
」「
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

変
更
は
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
桜
を
見
る
会
」
疑
惑
。

「
ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ
フ
の
元

会
長
を
首
相
枠
で
招
待
し

た
疑
惑
に
、
首
相
は
『
個

　

今
月
２
日
か
ら
始
ま
っ

た
国
連
気
候
変
動
枠
組
み

条
約
第
25
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
25
、
ス
ペ
イ
ン
・

マ
ド
リ
ー
ド
）を
前
に
、急

速
に
進
む
気
候
変
動
へ
の

緊
急
の
対
策
を
求
め
て
11

月
29
日
、
若
者
た
ち
が
集

会
や
デ
モ
を
行
う
「
グ

対
策
求
め
「
グ
ロ
ー
バ
ル
気
候
マ
ー
チ
」

    

環
境
守
ろ
う  

世
界
か
ら
声

　
　
　
　
　
　
国
内
25
都
府
県
で
も

ロ
ー
バ
ル
気
候
マ
ー
チ
」

が
日
本
や
、
ド
イ
ツ
全
土

の
５
２
０
都
市
、
イ
タ
リ

ア
各
地
、
ロ
ン
ド
ン
、
フ

ラ
ン
ス
、米
国
、カ
メ
ル
ー

ン
な
ど
、
世
界
の
１
５
８

カ
国
２
４
０
０
都
市
で
一

斉
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
25
都
府
県
で

約
２
千
人
が
参
加
。
新
宿

中
央
公
園
で
は
、
制
服
姿

の
高
校
生
や
地
球
の
着
ぐ

る
み
を
着
た
人
な
ど
約

６
０
０
人
が
「
石
炭
火
力

止
め
て
地
球
へ
の
お
も
て

な
し
」
な
ど
思
い
思
い
に

書
い
た
手
作
り
の
プ
ラ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
参
加
。

「
気
候
は
変
え
ず
、自
分
が

変
わ
ろ
う
」
と
唱
和
し
な

が
ら
新
宿
区
内
を
パ
レ
ー

ド
し
ま
し
た
。

科
学
者
の
軍
事
研
究
協
力
問
う

　
日
本
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議

　
　
総
会
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

日
本
の
科
学
者
た
ち
が

集
う
日
本
パ
グ
ウ
ォ
ッ

シ
ュ
会
議
の
総
会
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
科
学
者
の

社
会
的
責
任
を
問
う
」
が

１
日
東
京
で
開
催
さ
れ
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

サ
ク
ラ
疑
惑  

許
せ
な
い
！

ま
し
た
。

　

池
内
了
名
古
屋
大
学
名

誉
教
授
が
「
な
ぜ
、
科
学

者
は
軍
事
研
究
に
手
を
染

め
て
は
な
ら
な
い
か
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。

　

同
氏
は
科
学
者
が
軍
事

研
究
に
組
み
込
ま
れ
て
き

た
歴
史
を
ひ
も
と
き
、
防

衛
省
・
防
衛
装
備
庁
の「
安

全
保
障
技
術
研
究
推
進
制

度
」
は
、
将
来
の
軍
事
転

用
を
目
指
し
た
ア
イ
デ
ア

募
集
で
あ
り
、
参
加
す
れ

ば
防
衛
省
か
ら
の
介
入
は

免
れ
な
い
と
危
険
性
を
指

摘
。「
科
学
者
は
、次
世
代

に
何
を
残
す
か
を
考
え
る

な
ど
、
社
会
的
責
任
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
学
問

の
自
由
を
守
る
た
め
に
も
、

日
本
は
軍
事
力
に
頼
ら
な

い
平
和
を
構
築
す
べ
き

だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

人
情
報
な
の
で
回
答
を
控

え
る
』『
電
子
名
簿
の
復
元

は
不
可
能
』と
不
誠
実
だ
」

新宿でグローバル気候マーチ
（11 月 29 日）
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「
招
待
状
が
悪
質
企
業
の

宣
伝
に
使
わ
れ
被
害
を
拡

大
さ
せ
た
」「
ネ
ッ
ト
で
田

村
議
員
本
会
議
質
問
の

ム
ー
ビ
ー
が
見
ら
れ
る
。

切
れ
味
が
い
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
米
貿
易
協
定
、
公
立

学
校
教
員
へ
の
変
形
労
働

制
導
入
の
採
決
強
行
（
４

日
）。「
日
本
の
農
林
水
産

業
や
地
域
経
済
に
大
打
撃

を
与
え
る
」「
教
員
の
長
時

間
労
働
を
助
長
す
る
も
の

だ
」「
十
分
な
審
議
も
し
て

に
届
け
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
リ
ク
ナ
ビ
」運
営
会
社

が
２
度
目
の
行
政
指
導

（
４
日
）。「
学
生
の
内
定
辞

退
率
を
予
測
し
、
企
業
に

販
売
し
て
い
た
問
題
だ
」

「
購
入
の
37
社
に
も
指
導

が
行
わ
れ
た
」「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ

ム
ウ
ェ
ア
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
も
入
っ
て

い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
中

村
哲
さ
ん
殺
害
さ
れ
る

（
４
日
）。「
誰
が
何
故
の
思

い
だ
」「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
井
戸
や
用
水
路
の
建
設

な
ど
の
支
援
を
長
年
行
っ

【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

日
本
共
産
党
の
赤
嶺
議

員
は
11
月
28
日
の
衆
院
憲

法
審
査
会
で
、
安
保
条
約

が
日
本
国
憲
法
と
矛
盾
し

て
い
る
実
態
を
告
発
し
ま

憲法の上に安保体系
密約を明らかにし根本からただせ

　日本共産党赤嶺議員が主張

し
た
。

　

同
氏
は
岩
国
基
地
の
空

中
給
油
機
墜
落
事
故
で
は
、

国
内
法
で
禁
止
さ
れ
て
い

る
飲
酒
や
薬
物
を
服
用
し

て
の
操
縦
が
明
ら
か
に
な

り
、「
日
米
安
保
の
下
で
、

航
空
法
を
は
じ
め
憲
法
に

基
づ
く
国
内
法
は
こ
と
ご

と
く
米
軍
へ
の
適
用
を
除

外
さ
れ
て
い
る
」
と
批
判
。

相
次
ぐ
米
軍
機
の
墜
落
・

炎
上
に
日
本
側
が
調
査
・

検
証
も
で
き
ず
、「
原
因
究

明
も
再
発
防
止
策
も
で
き

な
い
ま
ま
訓
練
が
再
開
さ

れ
て
い
る
」
と
告
発
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
日
米
安
保
条
約

の
下
で
沖
縄
は
じ
め
全
国

で
米
軍
に
よ
る
事
件
・
事

故
に
よ
っ
て
基
本
的
人
権

が
蹂
じ
ゅ
う
り
ん躙
さ
れ
て
い
る
実
態

を
指
摘
。
日
米
安
保
に
関

す
る
密
約
を
全
て
明
ら
か

に
し
、「
憲
法
の
上
に
安
保

体
系
が
あ
る
現
実
を
根
本

か
ら
た
だ
す
べ
き
だ
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

　

JR
東
海
が
強
引
に
進
め

る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工

事
は
各
地
で
問
題
が
顕
在

化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
大
井
川
の

流
量
が
大
幅
減
少
す
る
問

題
。
南
ア
ル
プ
ス
を
貫
通

水
源
破
壊
、
残
土
…

矛
盾
深
め
る
リ
ニ
ア

　
い
ま
立
ち
止
ま
っ
て
見
直
す
と
き

三
転
。静
岡
県
知
事
は
、水

問
題
が
解
決
し
な
い
限
り

本
格
着
工
を
認
め
な
い
と

表
明
し
て
い
ま
す
。
国
交

省
が
調
整
に
動
き
だ
し
ま

し
た
が
、
建
設
あ
り
き
に

地
元
の
批
判
は
強
ま
る
ば

か
り
で
す
。

　

岐
阜
県
中
津
川
市
の
中

央
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ
ル
工

事
で
は
４
月
に
土
砂
崩
れ

で
工
事
中
断
。
リ
ニ
ア
工

事
に
よ
っ
て
大
量
に
発
生

す
る
残
土
の
置
き
場
問
題

も
ほ
と
ん
ど
が
未
解
決
で

す
。

　

南
ア
ル
プ
ス
の
水
源
を

は
じ
め
貴
重
な
自
然
環
境

は
、
一
た
び
壊
さ
れ
れ
ば

元
に
戻
す
こ
と
は
極
め
て

困
難
で
、
未
来
に
禍
根
を

残
す
だ
け
で
す
。
税
金
も

投
入
し
、
総
額
10
数
兆
円

の
巨
額
事
業
。
い
ま
立
ち

止
ま
っ
て
リ
ニ
ア
の
是
非

を
含
め
、
国
民
的
議
論
を

す
る
時
で
す
。

スペイン女子サッカー選手

待遇改善求めスト決行

　

ス
ペ
イ
ン
女
子
サ
ッ

カ
ー
の
一
部
リ
ー
グ
に
所

属
す
る
選
手
が
11
月
16
、

17
日
、
待
遇
改
善
や
賃
金

格
差
の
是
正
を
求
め
て
一

斉
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
い

ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
側
と
選

手
側
は
１
年
以
上
に
わ
た

り
労
働
協
約
の
協
議
を
実

施
。
選
手
側
は
、
最
低
賃

金
を
年
額
２
万
ユ
ー
ロ

（
約
２
４
０
万
円
）に
引
上

げ
る
こ
と
、
妊
娠
・
出
産

時
の
支
援
体
制
の
確
立
な

ど
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
デ
ー
・
ボ
オ
選
手（
ク

ラ
ブ
「
Ｅ
Ｄ
Ｆ
ロ
グ
ロ
ー

ニ
ョ
」）
は
「
他
の
あ
ら
ゆ

る
職
業
と
同
様
に
、
労
働

者
と
し
て
の
私
た
ち
の
権

利
が
認
め
ら
れ
る
べ
き

だ
」と
語
っ
て
い
ま
す
。男

子
サ
ッ
カ
ー
界
に
も
賛
同

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

い
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
25
が
ス
ペ
イ
ン

の
マ
ド
リ
ー
ド
で
開
幕

（
２
日
）。「
グ
テ
ー
レ
ス
国

連
事
務
総
長
が
各
国
の
努

力
は
不
十
分
と
し
、
意
欲

的
な
目
標
・
取
り
組
み
を

求
め
た
」「
翌
日
、梶
山
経

済
産
業
相
が
『
石
炭
火
力

発
電
所
を
選
択
肢
と
し
て

残
す
』
と
発
言
、
会
議
の

目
的
を
全
く
理
解
し
て
い

な
い
」「
温
暖
化
で
一
番
ひ

ど
い
被
害
を
受
け
た
の
は

日
本
だ
と
い
う
の
に
」「
日

本
は
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
、

ま
た
不
名
誉
な
化
石
賞
を

受
賞
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
は
や
ぶ
さ
２
」が
地
球

に
向
け
イ
オ
ン
エ
ン
ジ
ン

を
点
火
し
加
速
を
始
め
た

（
３
日
）。「
約
８
億
㎞
を
旅

し
た
の
ち
来
年
末
、
リ
ュ

ウ
グ
ウ
の
砂
や
石
が
入
っ

た
カ
プ
セ
ル
を
豪
州
上
空

て
き
た
」「
講
演
を
聴
い
た

こ
と
が
あ
る
。
憲
法
９
条

の
も
と
で
の
日
本
の
国
際

貢
献
の
あ
り
方
を
体
現
し

て
い
る
人
だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
東
京
で
は
昨
年
に
続

き
木
枯
ら
し
１
号
が
吹
か

な
か
っ
た
」「
１
９
５
１
年

統
計
開
始
か
ら
６
回
目
で

２
年
連
続
は
初
め
て
だ
」

す
る
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
水

源
に
打
撃
を
与
え
、
流
域

住
民
60
万
人
以
上
の
生

活
・
産
業
を
支
え
る
大
井

川
の
水
が
危
機
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
JR

東
海
の
方
針
説
明
は
二
転


